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1.  平成23年5月期第3四半期の連結業績（平成22年6月1日～平成23年2月28日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年5月期第3四半期 5,317 21.1 528 431.1 645 196.7 376 325.7
22年5月期第3四半期 4,392 △15.8 99 △76.3 217 △58.3 88 △54.2

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年5月期第3四半期 50.59 ―
22年5月期第3四半期 11.88 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年5月期第3四半期 13,226 10,775 81.2 1,442.71
22年5月期 12,820 10,748 83.6 1,438.56

（参考） 自己資本   23年5月期第3四半期  10,744百万円 22年5月期  10,713百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無   

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年5月期 ― 15.00 ― 15.00 30.00
23年5月期 ― 15.00 ―
23年5月期 

（予想）
15.00 30.00

3.  平成23年5月期の連結業績予想（平成22年6月1日～平成23年5月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 6,820 12.8 500 149.8 660 76.6 270 55.6 36.25



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であります。又、この四半期決算短信の開示時点において、四半期財務
諸表に対する四半期レビュー手続を実施中です。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用に当たっての注意事項等について
は、四半期決算短信（添付資料）３ページ「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.3「その他の情報」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年5月期3Q 7,811,728株 22年5月期  7,811,728株
② 期末自己株式数 23年5月期3Q  364,328株 22年5月期  364,328株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年5月期3Q 7,447,400株 22年5月期3Q 7,447,400株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、中国・インドを中心とする新興国の経済成長に牽引され、企

業収益や設備投資が改善に向かうなど、総じて緩やかな回復基調を維持しているものの、厳しい雇用情勢や円高に

よる影響が懸念されるなど、先行き不透明な状況で推移いたしました。 

当社グループが主力とする民間、官公庁向け研究開発分野は堅調に推移するとともに、関連する産業分野、特に

半導体業界において、設備投資が活発に推移しました。 

このような経営環境のもと、当社グループは、引き続いて新製品開発を強力に推し進めるとともに、コスト削

減、経費抑制に全力で取り組んでまいりました。 

その結果、売上高53億１千７百万円（前年同期比21.1％増）、営業利益５億２千８百万円（前年同期比431.1％

増）、経常利益６億４千５百万円（前年同期比196.7％増）、四半期純利益は３億７千６百万円（前年同期比

325.7％増）となりました。 

セグメントの業績は、次のとおりであります。 

①要素部品事業 

当事業におきましては、携帯端末市場の需要増加に伴い、中国、韓国、台湾などアジア諸国を中心に半導体業

界及びＦＰＤ業界の設備投資が継続し、関連する国内企業の製造装置や検査装置等の需要が伸び受注状況は堅調

に回復を続けております。このような環境の中、手動位置決め製品や光学素子製品は海外メーカーとのコスト競

争が一段と厳しさを増しておりますが、バイオ業界向けの自動位置決め装置及び通信業界向けの光学素子製品が

堅調に推移するとともに半導体業界向け及びＦＰＤ・太陽電池業界向けのレーザ加工機組込み用やアライメント

調整用として自動・手動位置決め製品及び光学素子製品が堅調に推移しております。その結果、売上高は47億６

百万円（前年同期比22.1％増）となり、営業利益は９億７千６百万円（前年同期比114.5％増）となりました。 

②システム製品事業  

当事業におきましては、国内企業の新規設備投資、研究開発投資においては依然慎重な動きが継続しておりま

すが、半導体業界向け検査装置用ユニット製品やＦＰＤ業界向けレーザ加工機用ユニット製品の引き合いは増加

しております。又、年度末予算の前倒し執行の動きが見られる官公庁向けバイオ関連製品及び新規事業への取り

組みに向けた研究開発用ユニット製品も堅調に推移しており、半導体業界向けやＦＰＤ業界向けのＯＥＭ製品及

び検査装置組込み用ユニット製品、レーザプロセシングシステムにおきましては緩やかに回復しており、セグメ

ント間の売上高を含む売上高は６億１千１百万円（前年同期比13.4％増）となりました。しかし、組織再編に伴

う費用などの増加を売上増で吸収しきれず、営業損失は１億３千４百万円（前年同期は営業損失４千５百万円）

となりました。 

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

①資産、負債及び純資産の状況 

当第３四半期連結会計期間末の財政状態は、前連結会計年度末に比べ以下のとおりとなりました。 

（資産） 

 流動資産は、前連結会計年度末に比べて7.3％増加し、65億４千２百万円となりました。これは、棚卸資産

が３億２千５百万円、受取手形及び売掛金が１億４千２百万円それぞれ増加し、有価証券が１億３千３百万

円減少したことなどによるものです。 

 固定資産は、前連結会計年度末に比べて0.5％減少し、66億８千４百万円となりました。これは、投資不動

産が３千７百万円、土地が２千４百万円それぞれ減少したことなどによるものです。  

  この結果、総資産は、前連結会計年度末に比べて3.2％増加し、132億２千６百万円となりました。 

（負債） 

 流動負債は、前連結会計年度末に比べて25.5％増加し、17億９千２百万円となりました。これは、支払手

形及び買掛金が１億９千８百万円、未払法人税等が１億６千２百万円、賞与引当金が８千万円それぞれ増加

したことなどによるものです。 

  固定負債は、前連結会計年度末に比べて2.4％増加し、６億５千８百万円となりました。これは、退職給付

引当金が８百万円、長期借入金が４百万円それぞれ増加したことなどによるものです。 

  この結果、負債合計は前連結会計年度末に比べて18.3％増加し、24億５千１百万円となりました。 

（純資産） 

 純資産合計は、前連結会計年度末に比べて0.2％増加し、107億７千５百万円となりました。 

 自己資本比率は、81.2％となりました。 

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報



②キャッシュ・フローの状況 

当第３四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という）の四半期末残高は18億９千４

百万円となり、前連結会計年度末に比べ１億５百万円の減少となりました。各キャッシュ・フローの状況とそれ

らの主な要因は、次のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

    営業活動の結果得られた資金は４億７千５百万円となりました。 

 これは棚卸資産の増加３億５千２百万円、法人税等の支払１億６千３百万円で減少したものの、税金等調

整前四半期純利益６億１千３百万円、減価償却費２億８千９百万円、仕入債務の増加２億４百万円で増加し

たことなどによります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

    投資活動の結果使用した資金は３億１千５百万円となりました。 

 これは主に有形・無形固定資産の取得による支出３億２千４百万円があったことなどによります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

    財務活動の結果使用した資金は２億２千５百万円となりました。 

 これは主に借入れによる資金調達６億５千万円があったものの、借入金の返済による支出６億５千７百万

円、配当金の支払２億１千６百万円があったことなどによります。 

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

当該四半期における業績は概ね計画どおりに推移しており、平成23年１月11日に公表いたしました業績予想と変

更はありません。 

（１）重要な子会社の異動の概要 

 該当事項はありません。  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

①たな卸資産の評価方法 

当第３四半期連結会計期間末におけるたな卸高の算出に関して、実地たな卸を省略し第２四半期連結会計期間

末に係る実地たな卸高を基礎として合理的な方法により算定しております。 

②固定資産の減価償却の方法 

定率法を採用している固定資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法

によっております。 

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

資産除去債務に関する会計基準の適用 

第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31

日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）

を適用しております。 

これにより、当第３四半期連結累計期間における営業利益及び経常利益がそれぞれ537千円、税金等調整前

四半期純利益が12,655千円減少しております。又、当会計基準等の適用開始により、投資その他の資産の「そ

の他」が12,655千円減少しています。 

表示方法の変更 

（四半期連結損益計算書関係） 

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用

語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日 内閣府令第５号）の

適用により、当第３四半期連結累計期間及び当第３四半期連結会計期間では、「少数株主損益調整前四半期純

利益」の科目で表示しております。 

（４）継続企業の前提に関する重要事象等の概要 

該当事項はありません。 

２．その他の情報



３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成23年２月28日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年５月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,325,160 2,297,525

受取手形及び売掛金 2,090,692 1,948,600

有価証券 176,911 310,323

商品及び製品 836,455 648,685

仕掛品 195,018 81,638

原材料及び貯蔵品 654,602 630,746

繰延税金資産 196,869 115,433

その他 68,891 69,573

貸倒引当金 △1,951 △2,339

流動資産合計 6,542,650 6,100,188

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 1,245,990 1,225,153

機械装置及び運搬具（純額） 642,398 663,227

土地 1,443,239 1,467,630

その他（純額） 116,216 105,129

有形固定資産合計 3,447,844 3,461,141

無形固定資産   

その他 115,599 89,697

無形固定資産合計 115,599 89,697

投資その他の資産   

投資有価証券 261,627 265,577

投資不動産（純額） 2,307,518 2,344,708

繰延税金資産 156,392 141,589

その他 421,140 443,237

貸倒引当金 △25,974 △25,474

投資その他の資産合計 3,120,705 3,169,638

固定資産合計 6,684,149 6,720,477

資産合計 13,226,799 12,820,665



（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成23年２月28日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年５月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 1,017,349 819,031

短期借入金 165,281 179,128

未払法人税等 263,386 101,267

役員賞与引当金 － 6,500

賞与引当金 80,037 －

受注損失引当金 16,406 －

その他 250,383 323,033

流動負債合計 1,792,843 1,428,960

固定負債   

長期借入金 102,000 97,748

退職給付引当金 345,806 337,625

役員退職慰労引当金 125,488 121,203

その他 85,443 86,477

固定負債合計 658,738 643,054

負債合計 2,451,582 2,072,015

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,623,347 2,623,347

資本剰余金 3,092,112 3,092,112

利益剰余金 5,530,657 5,377,275

自己株式 △266,145 △266,145

株主資本合計 10,979,972 10,826,590

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 36,525 43,215

為替換算調整勘定 △271,992 △156,203

評価・換算差額等合計 △235,466 △112,988

少数株主持分 30,711 35,048

純資産合計 10,775,217 10,748,650

負債純資産合計 13,226,799 12,820,665



（２）四半期連結損益計算書 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年６月１日 
 至 平成22年２月28日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年６月１日 
 至 平成23年２月28日) 

売上高 4,392,278 5,317,415

売上原価 2,772,039 3,180,738

売上総利益 1,620,239 2,136,677

販売費及び一般管理費 1,520,784 1,608,471

営業利益 99,454 528,205

営業外収益   

受取利息 4,606 4,159

受取配当金 1,223 1,260

不動産賃貸料 147,038 138,977

その他 49,960 60,306

営業外収益合計 202,829 204,703

営業外費用   

支払利息 5,147 3,164

不動産賃貸費用 68,773 71,591

その他 10,856 12,769

営業外費用合計 84,776 87,525

経常利益 217,507 645,384

特別利益   

貸倒引当金戻入額 2,179 171

投資有価証券売却益 － 369

固定資産売却益 － 776

特別利益合計 2,179 1,316

特別損失   

投資有価証券評価損 － 432

固定資産除却損 2,202 772

固定資産売却損 － 3,228

減損損失 29,708 16,631

貸倒引当金繰入額 － 500

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 12,118

特別損失合計 31,910 33,685

税金等調整前四半期純利益 187,775 613,015

法人税、住民税及び事業税 143,157 331,996

法人税等調整額 △42,497 △94,958

法人税等合計 100,659 237,037

少数株主損益調整前四半期純利益 － 375,977

少数株主損失（△） △1,403 △826

四半期純利益 88,519 376,804



（第３四半期連結会計期間） 

（単位：千円）

前第３四半期連結会計期間 
(自 平成21年12月１日 
 至 平成22年２月28日) 

当第３四半期連結会計期間 
(自 平成22年12月１日 
 至 平成23年２月28日) 

売上高 1,790,319 1,851,566

売上原価 1,067,555 1,100,751

売上総利益 722,764 750,815

販売費及び一般管理費 527,283 555,219

営業利益 195,480 195,595

営業外収益   

受取利息 1,279 1,067

受取配当金 11 8

不動産賃貸料 47,750 44,649

補助金収入 28,094 30,214

その他 631 5,961

営業外収益合計 77,767 81,900

営業外費用   

支払利息 1,158 823

不動産賃貸費用 23,315 23,463

その他 1,421 4,420

営業外費用合計 25,894 28,706

経常利益 247,352 248,789

特別利益   

貸倒引当金戻入額 2,681 －

投資有価証券売却益 － 369

固定資産売却益 － 521

特別利益合計 2,681 890

特別損失   

固定資産除却損 － 3

減損損失 － 16,631

貸倒引当金繰入額 － 68

特別損失合計 － 16,703

税金等調整前四半期純利益 250,034 232,976

法人税、住民税及び事業税 134,158 155,396

法人税等調整額 △23,879 △71,789

法人税等合計 110,279 83,606

少数株主損益調整前四半期純利益 － 149,369

少数株主損失（△） △586 △336

四半期純利益 140,341 149,706



（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年６月１日 
 至 平成22年２月28日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年６月１日 
 至 平成23年２月28日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 187,775 613,015

減価償却費 310,507 289,348

減損損失 29,708 16,631

貸倒引当金の増減額（△は減少） △2,043 330

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △4,000 △6,500

賞与引当金の増減額（△は減少） 50,013 80,037

退職給付引当金の増減額（△は減少） 15,111 8,181

受取利息及び受取配当金 △5,830 △5,420

支払利息 5,147 3,164

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 12,118

売上債権の増減額（△は増加） △446,942 △154,022

たな卸資産の増減額（△は増加） 337,371 △352,730

仕入債務の増減額（△は減少） 317,180 204,760

未払消費税等の増減額（△は減少） 27,576 △34,164

その他 △9,768 △38,275

小計 811,807 636,474

利息及び配当金の受取額 5,080 5,479

利息の支払額 △5,269 △3,081

法人税等の還付額 61,075 －

法人税等の支払額 △66,705 △163,542

営業活動によるキャッシュ・フロー 805,988 475,329

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △35,015 △85,077

定期預金の払戻による収入 34,912 85,015

有価証券の取得による支出 △3,399,192 △3,998,944

有価証券の償還による収入 3,399,192 3,998,944

有形固定資産の取得による支出 △98,100 △276,626

有形固定資産の売却による収入 － 6,718

無形固定資産の取得による支出 △13,521 △48,099

投資有価証券の売却による収入 － 2,237

投資不動産の取得による支出 － △400

その他 3,995 526

投資活動によるキャッシュ・フロー △107,729 △315,704

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入れによる収入 800,000 500,000

短期借入金の返済による支出 △800,000 △500,000

長期借入れによる収入 125,000 150,000

長期借入金の返済による支出 △202,571 △157,953

配当金の支払額 △223,422 △216,605

その他 △1,119 △1,119

財務活動によるキャッシュ・フロー △302,113 △225,678

現金及び現金同等物に係る換算差額 △27,471 △39,785

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 368,674 △105,838

現金及び現金同等物の期首残高 1,287,113 2,000,781

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,655,788 1,894,943



 該当事項はありません。 

  

[事業の種類別セグメント情報] 

 （注）１．事業区分の方法 

 事業は製品の系列及び市場の類似性を考慮して区分しております。 

２．各区分に属する主要な製品 

３．会計処理の方法の変更 

前第３四半期連結累計期間 

「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載のとおり、第１四半期連結会

計期間よりシステム製品事業等の受注生産に係る収益の計上基準については、「工事契約に関する会計基

準」（企業会計基準第15号 平成19年12月27日）及び「工事契約に関する会計基準の適用指針」（企業会

計基準適用指針第18号 平成19年12月27日）を第１四半期連結会計期間より適用し、第１四半期連結会計

期間に着手した契約から、当第３四半期連結会計期間末までの進捗部分について成果の確実性が認められ

る契約については工事進行基準（工事の進捗率の見積りは原価比例法）を、その他の契約については工事

完成基準を適用しております。 

 これによる売上高及び営業利益（又は営業損失）への影響はありません。  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

前第３四半期連結会計期間 
（自 平成21年12月１日 
至 平成22年２月28日） 

要素部品事業 
（千円） 

システム製品
事業 

（千円） 
計（千円） 

消去又は全社 
（千円） 

連結（千円） 

売上高      

(1）外部顧客に対する売上高  1,574,953  215,365  1,790,319  －  1,790,319

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高 
 －  －  －  －  －

計  1,574,953  215,365  1,790,319  －  1,790,319

営業利益（又は営業損失）  301,823  5,768  307,592  (112,111)  195,480

前第３四半期連結累計期間 
（自 平成21年６月１日 
至 平成22年２月28日） 

要素部品事業 
（千円） 

システム製品
事業 

（千円） 
計（千円） 

消去又は全社 
（千円） 

連結（千円） 

売上高      

(1）外部顧客に対する売上高  3,853,548  538,729  4,392,278  －  4,392,278

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高 
 －  －  －  －  －

計  3,853,548  538,729  4,392,278  －  4,392,278

営業利益（又は営業損失）  455,296  (45,317)  409,978  (310,524)  99,454

事業区分 製品区分 主要製品 

要素部品事業 

光学基本機器製品 ステージ、ホルダー、ベース他 

自動応用製品 
自動位置・姿勢決めユニット、光計測・制御ユ

ニット、 計測・制御ソフトウェア他 

光学素子・薄膜製品 

マルチエレメントオプティクス、ミラー、ビー

ムスプリッタ、フィルター、レンズ、プリズ

ム、ポラライザ、基板、ウィンドウ他 

システム製品事業 光学システム製品 

レーザプロセシングシステム、各種ＦＰＤ評

価・検査ユニット・システム、マイクロマニピ

ュレーター、レーザマイクロカッター、各種特

注システム製品他 



[所在地別セグメント情報] 

 （注）１．国又は地域は、地理的近接度により区分しております。 

２．本邦以外の区分に属する地域の内訳は、次のとおりであります。 

北米・・・米国 

３．会計処理の方法の変更 

前第３四半期連結累計期間 

「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載のとおり、第１四半期連結会

計期間よりシステム製品事業等の受注生産に係る収益の計上基準については、「工事契約に関する会計基

準」（企業会計基準第15号 平成19年12月27日）及び「工事契約に関する会計基準の適用指針」（企業会

計基準適用指針第18号 平成19年12月27日）を第１四半期連結会計期間より適用し、第１四半期連結会計

期間に着手した契約から、当第３四半期連結会計期間末までの進捗部分について成果の確実性が認められ

る契約については工事進行基準（工事の進捗率の見積りは原価比例法）を、その他の契約については工事

完成基準を適用しております。 

 これによる売上高及び営業利益（又は営業損失）への影響はありません。 

前第３四半期連結会計期間 
（自 平成21年12月１日 
至 平成22年２月28日） 

日本(千円) 北米(千円) 
その他の地
域(千円) 

計(千円) 
消去又は全
社(千円) 

連結(千円) 

売上高       

(1）外部顧客に対する売上高  1,644,494  144,058  1,766  1,790,319  －  1,790,319

(2）セグメント間の内部売上
高又は振替高 

 41,223  10,060  24,260  75,543  (75,543)  －

計  1,685,717  154,118  26,027  1,865,863  (75,543)  1,790,319

営業利益（又は営業損失）  312,503  2,800  (7,711)  307,592  (112,111)  195,480

前第３四半期連結累計期間 
（自 平成21年６月１日 
至 平成22年２月28日） 

日本(千円) 北米(千円) 
その他の地
域(千円) 

計(千円) 
消去又は全
社(千円) 

連結(千円) 

売上高       

(1）外部顧客に対する売上高  3,970,125  415,961  6,191  4,392,278  －  4,392,278

(2）セグメント間の内部売上
高又は振替高 

 140,827  21,059  79,398  241,285  (241,285)  －

計  4,110,952  437,021  85,589  4,633,564  (241,285)  4,392,278

営業利益（又は営業損失）  423,427  1,427  (14,875)  409,978  (310,524)  99,454



[海外売上高] 

 （注）１．国又は地域は、地理的近接度により区分しております。 

２．各区分に属する地域の内訳は、次のとおりであります。 

北米・・・米国、カナダ 

３．海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。 

[セグメント情報] 

（追加情報） 

    第１四半期連結会計期間から、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 

平成21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指

針第20号 平成20年３月21日）を適用しています。 

１．報告セグメントの概要  

   当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であ

り、取締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象としている

ものです。 

 当社グループは、光産業技術の分野における基礎研究、開発研究、応用研究分野に欠かせない光学機器

部品・装置の生産、販売並びにこれら製品に係るサービスの提供をしており、社内業績管理単位である製

品区分別の事業部門及び子会社を基礎とし、製品の系列及び市場の類似している事業セグメントを集約し

た「要素部品事業」と「システム製品事業」を報告セグメントとしております。 

 「要素部品事業」は、光応用製品の組込み用として、又、製品化する以前の開発段階で、さらに遡れ

ばその原理を追求する基礎研究段階で使用される光学基本機器製品、自動応用製品、光学素子・薄膜製品

を取り扱っております。 

 「システム製品事業」は、要素部品の生産技術とレーザ光学分野での実績に培われた高品質なシステム

として、研究・開発用、産業用の各方面に使用されるレーザシステム製品、バイオ関連製品、光学システ

ム製品を取り扱っております。 

前第３四半期連結会計期間 
（自 平成21年12月１日 
至 平成22年２月28日） 

北米 その他の地域 計 

Ⅰ．海外売上高（千円）  118,190  194,186   312,377

Ⅱ．連結売上高（千円）              1,790,319

Ⅲ．連結売上高に占める

海外売上高の割合

（％） 

 6.6  10.8  17.4

前第３四半期連結累計期間 
（自 平成21年６月１日 
至 平成22年２月28日） 

北米 その他の地域 計 

Ⅰ．海外売上高（千円）  346,525  458,081  804,607

Ⅱ．連結売上高（千円）              4,392,278

Ⅲ．連結売上高に占める

海外売上高の割合

（％） 

 7.9  10.4  18.3



２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報  

当第３四半期連結累計期間（自 平成22年６月１日 至 平成23年２月28日） 

（単位：千円）

（注）１．セグメント利益（又は損失）の「その他」の区分は、セグメント間取引消去△545千円、各報 

     告セグメントに配分していない全社費用△313,501千円が含まれております。なお、全社費用 

     は管理部門等に係る費用であります。 

   ２．セグメント利益（又は損失）の合計額は、四半期連結損益計算書（第３四半期連結累計期間）の

     営業利益と一致しております。  

      当第３四半期連結会計期間（自 平成22年12月１日 至 平成23年２月28日） 

（単位：千円）

（注）１．セグメント利益（又は損失）の「その他」の区分は、セグメント間取引消去△228千円、各報 

     告セグメントに配分していない全社費用△124,983千円が含まれております。なお、全社費用 

     は管理部門等に係る費用であります。 

   ２．セグメント利益（又は損失）の合計額は、四半期連結損益計算書（第３四半期連結会計期間）の

     営業利益と一致しております。  

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報  

（固定資産に係る重要な減損損失） 

 各報告セグメントに属しない賃貸用不動産及び遊休資産のうち売却予定のものについて、帳簿価額を回

収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失として特別損失に計上しております。  

 なお、当第３四半期連結会計期間における減損損失計上額は、16,631千円であります。 

（のれんの金額の重要な変動） 

 該当事項はありません。 

（重要な負ののれん発生益） 

 該当事項はありません。  

  

該当事項はありません。  

  報告セグメント 
その他 

（注）1 
合計 

  要素部品事業
システム製品

事業 
計 

売上高           

外部顧客への売上高   4,706,836   610,578   5,317,415   －   5,317,415

セグメント間の内部売上高 

又は振替高 
  －   545   545  (545)   －

計   4,706,836   611,123   5,317,960  (545)   5,317,415

セグメント利益（又は損失） 

（注）２  
  976,423  (134,171)   842,252  (314,047)   528,205

  報告セグメント 
その他 

（注）1 
合計 

  要素部品事業
システム製品

事業 
計 

売上高           

外部顧客への売上高   1,609,586   241,979   1,851,566   －   1,851,566

セグメント間の内部売上高 

又は振替高 
  －   228   228  (228)   －

計   1,609,586   242,208   1,851,795  (228)   1,851,566

セグメント利益（又は損失） 

（注）２  
  356,784  (35,977)   320,807  (125,212)   195,595

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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